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性部位に 2分子、 C末端ドメインに l分子、また、メインドメインの活性部位とは異な
る部位に l分子結合しているのが明らかになった。後者は微生物F四アミラーゼにだけ保
存され、今までに例のない新しいデンプン結合サイトであった。
















水素結合のネットワークが存在するが、対応するBacilluscereus s四アミラ…ゼの Glu367 
にはこれらの水素結合は存在していない。そこで、ダイズ酵素のMet51，Asn 340， Glu 178 
をそれぞれ微生物型の残基であるThr，ThrおよびTyrに変異した変異酵素を作製し、精製
変異酵素の性質を調べた結果それぞれ約 lpH単位至適pHがアルカリ側に移動してい
ることが明らかになった。これらの変異酵素をそれぞれ結晶化し、得られた結晶につい
て高分解能でのX線結晶構造解析を行う予定である。
このように植物および微生物起源のs-アミラーゼの構造比較から s-アミラーゼのドメイ
ン工学を行うのに必要な基礎的な知見を明らかにすることができた。 個々の研究デー
タについては以下の発表論文のとおりである O
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